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代表 宮田好夫社民党岡山県連合

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
昨年の参議院選挙で社民党は国政政党として

残れるか否かの闘いとなりました。結果は 「護

憲の党をなくすな」との力強いご支援のもと政

党要件を維持することができました。ありがと
うございました。選挙後の国会では、十日統一致
会と自民党の癒着関係が次泉と明らかとなり、政治への信頼が
大きく失われました。また岸日首相は、防衛費の倍増を打ち出
し、敵基地攻撃能力の保持も表明しました。これは明らかに憲
法違反で、防衛費増額の財源として震災復興特居」税の 1%を 振
り替えるなどもってのほかです。
今年は平和外交で各国からの信頼を取り戻せるのか、対立や
倉断のなかに巻き込まれるのかの分岐点となります。憲法改正
の動きも活発になると思われます。私たち社民党は立憲野党や
平和を願う市民と連携を強め、日本の平示□主義と立憲主義を守
り抜く取り組みを全力ですすめていく決意です。今年もどうぞ
よろしくお願い申し上げます。

党県連合活動 日諭
12/4 岡 出市平和交流会 ・図書館シアター

12/4・ 5 社 民党西日本活動者交流会 (岡出)
12/8 日 本原共闘会議 ・幹事会 (津山)
12/12 い っぽん ・社民党の意見交換 ZooM
12/16 党 宣伝カー (倉敷)
12/17 岡 山市平禾口推進協運営委 (武本)
12/21 党 SNS学 習会 ZOOM
12/24 市 民と立憲野党の含同宣伝 マ ツキヨ前
12/28 党 定例街宣伝 13:30 マ ツキヨ前
12/29-- 1/3 年 末年始事務所休
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社民党サポーター募集中
年会費1000円オンライン申し込み→
https://sdp orip/Sdp―supporter/

1/29(日 )15i00

講演 「原発政策の転換」

を考える 講 師 :森日敏也
労金ビル5F ¥500

2/11(土 )11:00

2・ 11日 本原集会
今年は例年通り鷲日さんの

1/25(水 )17:OOマ ツキヨ前

社民党定例街宣
1/28(上 )16tOOマ ツキヨ前
市民と立憲野党合同宣伝

者


